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◉
そ
え
だ
花
火
大
会
（
詳
細
は
８
ペ
ー
ジ
）

平
成
最
後
の
夏
、

　

光
っ
て
咲
い
た
大
輪
の
花



今
年
で
34
回
目
を
迎
え
る
添
田

町
少
年
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
。

出
発
前
、
台
風
12
号
に
よ
る
交
通
機

関
の
乱
れ
は
な
く
、
７
月
30
日
か
ら

８
月
３
日
ま
で
の
４
泊
５
日
で
総
勢

49
人
は
富
士
山
・
東
京
へ
向
け
て
、

出
発
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
荷
物
を
抱
え
、
新
門
司
港

で
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
込
み
、
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
始
ま
り
で
す
。
夕
食
と

入
浴
を
す
ま
せ
た
後
、
デ
ッ
キ
へ
出

て
潮
風
に
あ
た
っ
た
り
、
並
走
す
る

船
や
沈
み
ゆ
く
太
陽
を
バ
ッ
ク
に
写

真
を
撮
っ
た
り
と
船
上
で
の
時
間
を

満
喫
し
ま
し
た
。

フ
ェ
リ
ー
が
到
着
し
た
大
阪
南

港
か
ら
は
バ
ス
に
揺
ら
れ
る

こ
と
６
時
間
。
登
山
の
出
発
点
と
な

る
富
士
山
５
合
目
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
登

山
口
を
目
指
し
ま
す
。
車
中
で
は
、

こ
れ
か
ら
の
登
山
に
備
え
、
映
画
を

見
た
り
、
休
息
を
と
っ
た
り
、
思
い

思
い
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　

標
高
２
３
０
０
メ
ー
ト
ル
に
あ
る

富
士
山
５
合
目
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
に
は
、

予
定
よ
り
約
１
時
間
遅
れ
で
到
着
。

そ
こ
で
今
回
の
富
士
山
登
山
で
団
員

の
お
世
話
し
て
く
れ
る
登
山
ガ
イ
ド

の
皆
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
、
高
度

に
体
を
慣
ら
す
た
め
、
一
時
間
ほ
ど

そ
の
場
に
滞
在
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
登
山
の
始
ま
り
で

す
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
ペ
ー
ス

進
め
高
度
が
上
が
っ
て
く
る
と
団
員

の
体
調
の
変
化
が
生
じ
、
き
つ
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ほ
か
の

団
員
や
指
導
員
ら
が
呼
吸
法
を
教
え

た
り
、
あ
と
も
う
少
し
で
休
憩
だ
か

ら
と
励
ま
し
あ
っ
た
り
し
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
頂
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

頂
上
ま
で
あ
と
も
う
一
息
。
最

後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
、
つ

い
に
頂
上
へ
着
き
ま
し
た
。「
や
っ
た

!!　

登
れ
た
!!
」
と
み
ん
な
達
成
感

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
山
頂
で
は
火

口
の
見
学
、
写
真
撮
影
を
し
て
富
士

山
頂
郵
便
局
で
手
紙
を
投と

う
か
ん函

。
1
時

間
30
分
か
け
て
富
士
山
頂
の
火
口
の

周
り
を
一
周
す
る
お
鉢は

ち
め
ぐ巡

り
を
す
る

疲
れ
知
ら
ず
の
元
気
の
良
い
団
員
た

ち
も
い
ま
し
た
。

　

登
り
と
は
別
ル
ー
ト
と
な
っ
た
下

山
で
は
、
体
力
を
振
り
絞
り
、
疲
れ

き
っ
た
足
で
し
っ
か
り
と
地
面
を
踏

み
し
め
な
が
ら
５
合
目
へ
た
ど
り
着

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
お
世
話
に
な

っ
た
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
と
お
別
れ
。

ガ
イ
ド
さ
ん
は
「
一
人
の
脱
落
者
も

出
ず
に
全
員
で
登
頂
で
き
た
の
は
非

常
に
珍
し
い
。
み
ん
な
で
支
え
あ
っ

た
結
果
」
と
、
関
心
し
て
い
ま
し
た
。

４
日
目
は
、
東
京
へ
。
ま
ず
は
、

世
界
一
高
い
電
波
塔
の
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
学
。
地
上
350
メ

ー
ト
ル
か
ら
の
景
色
や
ガ
ラ
ス
の
床

に
乗
っ
て
足
元
に
広
が
る
鉄
骨
な
ど

に
合
わ
せ
て
、
班
ご
と
に
ゆ
っ
く
り

ゆ
っ
く
り
登
っ
て
い
き
ま
し
た
。
約

４
時
間
で
、
標
高
約
２
９
０
０
メ
ー

ト
ル
の
本
7
合
目
の
山
小
屋
・
鳥
居

荘
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
夕
食
は
、
富
士
山
山
小

屋
の
名
物
カ
レ
ー
。
と
て
も
お
い
し

く
、
お
か
わ
り
を
す
る
団
員
も
い
ま

し
た
。
明
日
も
朝
が
早
い
の
で
９
時

に
就
寝
で
す
。
寝
場
所
は
、
ひ
と
り

に
布
団
１
枚
の
ス
ペ
ー
ス
の
み
で
す
。

す
ぐ
横
に
は
、
ほ
か
の
団
員
が
い
ま

す
が
、
登
山
の
疲
れ
な
ど
も
あ
っ
て
、

ぐ
っ
す
り
眠
り
ま
し
た
。

登
山
２
日
目
は
、
午
前
３
時
に

起
床
し
ま
し
た
。
思
っ
て
い

た
よ
り
も
寒
く
、
防
寒
対
策
を
し
、

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
装
着
。
眠
い
目
を

こ
す
り
な
が
ら
再
び
登
山
を
開
始
し

ま
し
た
。
真
っ
暗
な
中
、
山
頂
に
向

け
て
、
連
な
る
懐
中
電
灯
の
明
か
り

を
頼
り
に
指
導
員
、
班
員
と
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
登
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
登
る
と
遠
く
の
地
平

線
が
見
る
見
る
う
ち
に
神
々

し
い
光
で
明
る
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ご
来
光
で
す
。
美
し
い
光
に
つ
つ
ま

れ
た
見
た
こ
と
も
な
い
幻
想
的
な
風

景
を
み
ん
な
で
し
ば
ら
く
じ
っ
と
眺

め
て
い
ま
し
た
。

　

す
っ
か
り
太
陽
も
顔
を
出
し
、
晴

れ
渡
っ
た
真
っ
青
な
空
の
下
で
、
再

び
、
頂
上
を
目
指
し
ま
す
。
歩
み
を

迫
力
満
点
の
記
念
写
真
を
撮
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
昼
食
後
は
、
浅
草

の
浅
草
寺
の
雷
門
や
日
本
一
古
い
商

店
街
の
一
つ
で
あ
る
仲
見
世
を
見
学

を
し
ま
し
た
。

　

次
に
国
立
科
学
博
物
館
の
見
学
で

す
。
国
立
科
学
博
物
館
は
、
日
本
館

と
地
球
館
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
日

本
館
は
建
物
自
体
が
、
昭
和
６
年
に

竣
工
し
た
重
要
文
化
財
で
、
こ
こ
で

は
、
日
本
で
初
め
て
導
入
さ
れ
た
本

格
的
な
天
体
望
遠
鏡
や
日
本
最
古
の

地
震
計
、
日
本
に
落
下
し
た
隕
石
な

ど
を
見
学
。
地
球
館
で
は
、
恐
竜
の

化
石
、
地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
物

の
展
示
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
国
会
議
事
堂
参
議

院
の
見
学
で
す
。
参
議
院
本

会
議
場
で
は
、
傍
聴
席
に
座
り
、
案

内
人
で
あ
る
衛
視
さ
ん
か
ら
議
長
席

や
議
席
数
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
団
員
た
ち
は
衛
視
さ
ん
の
質
問

に
、
元
気
よ
く
答
え
た
り
、
質
問
を

し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
一
の
富
士
山
に
本
気
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
今
年
の
夏
。
団
員
た
ち

は
最
後
ま
で
頑
張
る
こ
と
の
大
切
さ

や
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
最
後
ま

で
や
り
遂
げ
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、

達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。
暑
か
っ

た
夏
、
ひ
と
回
り
成
長
し
、
心
に
残

る
最
高
の
熱
い
思
い
出
が
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

広報そえだ（平成 30年９月号）　２３　広報そえだ（平成 30年９月号）

4 日目と５日目は東京見学 　日本一にチャレンジ !!
ぼくたち、わたしたちの
　　　　本気の夏　　。

みんなで、いろんなことを学びました

７月30日から８月３日まで少
年アドベチャーが

行われました。今年は、日本
最高峰3776メート

ルの富士山に挑戦。団体生活
や登山などたくさ

んの体験を通して仲間と協力
することや助け合

う気持ちを持って過ごしまし
た。記録的猛暑と

なったこの夏、子どもたちに
とっても忘れられ

ないとても熱い５日間となっ
たようです。

士時のるた下

←建造物としては日本一、電波塔
としては世界一の高さ634メート
ルの東京スカイツリー。高さ350
メートルの展望デッキから眼下に
広がる東京を一望しました

【富士山】静岡県と山梨県にまたがる日本最
高峰の山で標高は 3776 メートル。その優
美な風貌は日本国外でも日本の象徴として
広く知られている

東京名所のひとつ、 浅草寺の雷門

→東京都台東区にある都内最古
のお寺、浅草寺。表参道の入口
となる雷門の大提灯の前で記念
撮影をしました。浅草は多くの
観光客で賑わっていました

自然科学を学んだ国立科学博物館

←「日本列島の自然と私たち」が
テーマの日本館と「地球生命史と
人類」がテーマの地球館。地球館
に展示されている大迫力の恐竜の
化石に圧倒されました

少年アドベンチャー in 富士山・東京

↑日本一の富士山登山。ガイドのペースにあわせ、みんな
で励まし合いながら全員登頂しました　→午前３時に本７
合目の山小屋をスタート。しばらく歩みを進めると次第に
空が明るくなり、雲の下から太陽が昇ってきました

。、

自
じみ　　　はなこ

見英子参議院議員に会いました

Photo

５ 日目の最終日は、国会議事堂参議
院を見学しました。まずは、参議

院本会議場を見学。その後は、開会式の
当日、陛下は議事堂にお着きになると、
まずお入りになられる「ご休

きゅうしょ

所」を見学。
さらに赤じゅうたんを進んでいくと議事
堂で一番高い中央塔の真下にある中央広
間に出ました。ここでは、議会政治の基
礎を作るために功労のあった板垣退助、
大隈重信、伊藤博文の銅像が見ることが
できました。見学の最初と最後には、自
見英子参議院議員が会いに来てくれて、
みんなを激励し、国会議事堂をバックに
一緒に記念撮影に応じてくれました。

世界一の高さ、 東京スカイツリー



　昭和56年から姉妹町として交流してきた添田町と北海道
美深町。今年は夏を迎えた北の大地で小学生５人がホーム
ステイし、思い出に残る体験をし、友だちに出会えました。

友に出会えた
北の大地の夏

◉北海道美深町ホームステイレポート

ようこそ、親善訪問団の皆さん

◉北海道美深町ホホ ムステイレポ ト美

道
ム
た。

５　広報そえだ（平成 30年９月号） 広報そえだ（平成 30年９月号）　４

町長室を訪問し、山口町長にあいさつ 旧国鉄・美幸線跡を走るトロッコ列車に乗車羊毛でポーチ作りに挑戦

ようよう美深町開拓120年

　姉妹町の北海道美深町の
親善訪問団が８月４日から
２日間の日程で本町を訪れ
ました。今年は美深町が開
拓から120年の記念である
ことから、山口信夫町長を
はじめ、南和博美深町議会
副議長、農業や観光、商工
会関係者、地域の皆さんな
ど32人が来町。昨年オープ
ンした、人気のイタリアン
カフェ「ヒシミツ」で昼食を
とり、その後は、英彦山神
宮を訪れて正式参拝をしま
した。また、道の駅歓遊舎
ひこさんのキッチン農

みのりや

家で、
本町の関係者も出席して歓

姉妹町北海道美深町

末永い交流を誓い合う

迎交歓会が行われ、添田町
産の野菜をふんだんに使っ
た食事を楽しみながら交流
を深めました。さらに、訪
問団の皆さんは、そえだ花
火大会に参加。ステージ上
で寺西町長と山口町長が、
お互いの町の発展と末永い
交流を誓い合いました。

1＿歓迎交歓会
を前に参加者全
員で記念撮影を
しました／2＿
歓迎交歓会で記
念品の目録を交
換する両町長／
3＿そえだ花火
大会では、訪問
団の皆さんがス
テージに上がり、
友好の絆をさら
に深めました

2

1

3

教
育
交
流
事
業
と
し
て
、
８
月
７

日
か
ら
10
日
ま
で
の
３
泊
４
日

の
日
程
で
、
堺
裕
明
団
長
（
添
田
小
学

校
長
）
と
町
内
の
小
学
生
５
人
、
引
率

者
の
計
７
人
が
美
深
町
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
行
い
ま
し
た
。
早
朝
、
寺
西
町
長

ら
か
ら
見
送
ら
れ
て
、
添
田
町
を
出
発
。

福
岡
空
港
か
ら
新
千
歳
空
港
を
経
由
し
、

約
11
時
間
で
美
深
町
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
家
庭
と
の
対
面
で
は
、
緊

張
気
味
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
家
族

の
皆
さ
ん
が
温
か
く
迎
え
て
く
れ
、
す

ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
、
み
ん
な
楽
し
み
に
し
て
い

た
旭
山
動
物
園
に
出
か
け
ま
し
た
。
迫

力
あ
る
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
、

フ
ク
ロ
ウ
な
ど
北
国
の
動
物
を
目
の
前

で
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
喜
び
で
し
た
。

　

次
の
日
は
、
美
幸
線
だ
っ
た
本
物
の

レ
ー
ル
の
上
を
約
10
キ
ロ
、
白
樺
の
木

々
の
間
を
抜
け
な
が
ら
風
を
切
っ
て
走

る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
乗
車
。
ま
た
、
美

深
産
の
羊
の
毛
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
羊
毛
ク
ラ
フ
ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
「
来
年
、
添
田
町
で
会

い
ま
し
ょ
う
」
と
再
会
を
誓
い
合
い
、

最
後
の
お
別
れ
を
し
て
添
田
町
へ
帰
り

ま
し
た
。
受
け
入
れ
先
の
家
族
や
友
だ

ち
と
の
出
会
い
、
気
候
や
文
化
の
違
い

を
学
び
、
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
今

回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
そ
の
思
い
出
が

心
に
刻
ま
れ
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
大

切
な
宝
物
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

北海道美深町

美
ス



英彦山サイクルタイムトライアル大会
　　　　　　　＆ご当地グルメフェア  

◉と　き ９月30日日
　　　　   10時～15時
◉ところ　町体育館駐車場
◉内　容　添田、田川のおいしい地元グルメが大
　　　　　  集合。家族みんなでお越しください。

◉と　き ９月30日日
　　      ９時40分～（クラス別にスタート）

◉コース 添田小学校前～英彦山豊前坊
　　　　　　※当日の交通規制にご協力ください。

第28回英彦山サイクルタイムトライアル大会

◉大会史上最多の700人が英彦山路を駆け抜けます

広報そえだ（平成 30年 9月号）　６

添
田
町
消
防
団
の
熱
い
夏

燃
え
る
火
消
し
魂

1＿日が落ちて、あたりが暗くなって
も続いた訓練／2＿本番前に寺西町長
から激励を受ける消防団員／3＿訓練
のすべてを出し切ろうと緊張の面持ち
で整列する選手たち／4＿「操作始め」
「よし」53メートル先の放水地点までホ
ースを抱えてダッシュする指揮者と１
番員。節度とスピード、チームワーク
などが求められるポンプ操法／5＿消
防はチームワークが命。それぞれが無
駄のない機敏な動作で操法技術を披露
／6＿放水を続ける１番員と姿勢を保
ち、とび口を構える２番員

40秒に全てをかけた消防団の本気の夏

1

2

3

７
月
22
日
、
厳
し
い
暑
さ
の
中
、

精せ
い
か
ん悍

な
顔
つ
き
で
嘉
麻
市
の

県
消
防
学
校
に
集
ま
っ
た
選
手
た
ち
。

大
会
に
は
、
寺
西
町
長
や
浦
野
洋
一

郎
消
防
長
、
田
川
郡
の
各
消
防
団
長

ら
も
激
励
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し

た
。
120
人
を
超
え
る
応
援
団
員
が
見

守
る
中
、「
操
作
始
め
―
」。
松
﨑
陽

一
郎
指
揮
者（
第
６
分
団
）の
気
合
に

満
ち
た
声
が
会
場
に
響
き
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
に
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
、
的

に
放
水
。
こ
の
間
、
わ
ず
か
40
秒
に

訓
練
の
す
べ
て
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

　

入
賞
こ
そ
逃
し
ま
し
た
が
田
中
団

長
は
「
２
年
続
け
て
豪
雨
、
そ
の
後

の
猛
暑
。
厳
し
い
環
境
下
で
の
訓
練

を
通
し
て
、
添
田
町
消
防
団
が
一
丸

に
な
れ
た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

機
敏
な
動
作
と
操
法
技
術
、
不
屈

の
熱
き
消
防
魂
を
見
せ
て
く
れ
た
添

田
町
消
防
団
。
そ
の
団
結
力
は
、
火

災
や
災
害
な
ど
の
発
生
時
に
活
か
さ

れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

7

8
9

7＿暑い中、夜遅くまで指導して
くれた田川地区消防署員の皆さん
／8＿大会当日、約 120人の消防
団員が応援に駆けつけました／9
＿選手と消防団幹部の皆さん

【
第
25
回
福
岡
県
消
防
操
法
大
会
】

4

5

6

７
月
22
日
、
福
岡
県
消
防
操
法
大
会
が
嘉
麻
市
の
県
消

防
学
校
で
行
わ
れ
、
田
川
郡
代
表
と
し
て
添
田
町
消
防

団
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

1 【【

添
田
町
消
防
団
の
熱
い
夏

燃
え
る
火
消
し
魂

　福岡県消防操法大会は、消防団員の消防技術
向上と士気の高揚を図り、地域における消防活動
を充実させるため、２年に１回開催され、各地区
代表の消防団がその技術を競うもの。今回、添
田町消防団が田川郡代表として14年ぶりに出場
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ご当地グルメフェア

▶出店一覧

店名 販売品目

添田町商工会女性部  ジュース、飲料

ＰＡＮＥＴ  チーズバーガー、ホットドッグ、
 エピ（４種）、菓子パン

酒か菜処　千  カルビー丼

香牛かれー香壺  香りかれーらいす

仕出しゆうざき  ホルモン焼そば

居酒屋しゃも  やき鳥丼、ドリンク

ストロベリーコーンズ
田川中央店  ピザ各種（Ｓサイズ）、ドリンク各種

サーティーワン
アイスクリーム  アイスクリーム各種（コーン・カップ）

福太郎㈱
添田町めんべい工場  徳用われせん（プレーン・マヨ・ねぎ）

手づくりこんにゃく
英彦山　平田屋  さしみこんにゃく、串こんにゃく、煮卵

問 添田町商工会（☎ 82-0244） 

臨場感たっぷり !! 大会当日は、

レースの模様を３地点からインタ

ーネットで生中継します！！

【配信URL】
⇒ http://www.kiai.gr.

jp/

soeda/timetrial2018.h
tml

店名 販売品目

彦山羊羹秀島商店  バナナ羊かん、彦山羊かん、田舎羊かん、
 昔羊かん

楠本菓子店  りんごパイ、マフィン、草団子、
 炭鉱ようかん

篠崎川魚店  山女塩焼

英彦学園  からマヨ丼

阪本農園  かぼちゃプリン、さつまいもプリン、
 野菜チップス、もっちり蒸しパン

ゆめや  あげたこ、コットンキャンディー

スモークアート平田  ウィンナー、スモークチキン、豚バラ、
 豚足

添田町  ライスバーガー、英彦山サイダー、
 ピザバーグ

いも娘  サツマイモスティック、フライドポテト、
 わたがし

コロコロ炭焼亭本舗  牛炭火焼、鶏炭火焼

豪
雨
の
後
、
記
録
的
な
猛
暑
と

な
っ
た
今
年
の
夏
。
そ
の
中

で
、
田
川
地
区
消
防
署
員
に
よ
る
指

導
の
も
と
、
各
分
団
か
ら
選
抜
さ
れ

た
８
人
の
選
手
が
厳
し
い
訓
練
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
福
岡
県
消
防
操
法

大
会
に
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
14
年
ぶ

り
に
出
場
し
た
添
田
町
消
防
団
（
田

中
久
美
男
団
長
）。３
月
か
ら
約
４
か

月
間
、
選
手
た
ち
は
体
力
づ
く
り
を

行
い
、
操
法
動
作
一
つ
ひ
と
つ
の
節

度
や
ス
ピ
ー
ド
、
４
人
の
連
携
な
ど

徹
底
的
に
鍛
え
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

厳
し
い
訓
練
が
続
き
、
体
が
疲
労

で
限
界
に
達
し
た
り
、
教
わ
っ
た
こ

と
が
思
う
よ
う
に
出
来
な
か
っ
た
り

と
苦
労
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
選
手

を
支
え
て
き
た
の
が
訓
練
に
駆
け
つ

け
た
団
員
た
ち
で
す
。
選
手
が
持
ち

や
す
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
ホ
ー
ス

を
巻
き
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ

て
き
た
技
術
を
伝
え
、
時
に
は
厳
し

く
、
指
導
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

※販売品目は都合により、変更になる場合があります



９　広報そえだ（平成 30年９月号） 広報そえだ（平成 30年９月号）　８

My Town Topics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

　同和問題啓発

強調月間期間中

の７月26日、オ

ークホールで弁

護士の河村健夫

さんを講師に人

権講演会が行わ

れました。「ネッ

ト社会と人権」

と題した講演で

河村さんは「インターネットが普及し、ネットによる差別

書き込みや名誉き損が激増している。被害を受けたとき、

早期に対応することが重要である」と語っていました。

まちの話題

　７月26日と27

日、オークホー

ルで、小学生と

中学生を対象に、

朝ごはん簡単ク

ッキングが行わ

れました。26日は、

小学生とその保

護者が、カレー

そぼろ丼など４

に挑戦。27日は、中学生がオムレツ入りトーストなどを作

りました。忙しい朝でも簡単に作れるものばかりで、生徒

たちは友だちと協力しながら手際よく調理していました。

↑友だちとわいわい作った朝ごはんの味は格別です

朝ごはん簡単クッキング

おいしくて栄養満点の朝ごはん作り

　シニア世代の

皆さんの豊かな

知識や経験、技

能を活かし、ボ

ランティア活動

などに参加する

きっかけをつく

るシニアパワー

アップ塾。夏休

み期間中は、地

域の学童保育所を訪れ、子どもたちの勉強の見守りや昔

遊びに親しんでもらうため、カルタやすごろく、けん玉、

コマまわしなどを一緒に楽しみ、交流を図っていました。

シニアパワーアップ塾

夏休みの子どもたちと昔遊び楽しむ

↑ 8月16日、落合学童保育所でカルタをする皆さん

　今年２月 22 日に亡くなられた、故宮城二郎さん（添

田中）が、地域の歯科医療の推進と歯科衛生の向上に

尽力した生前の功績が認められ瑞宝双光章を受章しま

した。宮城さんは、昭和39年、本町に歯科医院を開業

し、地域に密着した歯科医として、長年にわたり本町

の歯科医療の推進に尽力しました。特に添田町の学校

歯科医として50年以上、小・中学校で児童・生徒の歯

科検診を行い、虫歯の早期発見や予防のための適切な

指導、助言を行っていた宮城さん。平成27年に福岡県

教育文化表彰、平成28年には文部科学大臣表彰を受賞

しました。８月５日、寺西町長に受章の報告に訪れた

長男の宮城浩さんは「今回は大変、名誉な章をいただ

き、父も喜んでいると思います」と語っていました。

故・宮城二郎さん瑞宝双光章受章

地域の虫歯予防や早期治療に尽力↓「生前、父はよく添田町のことについて話していました」と語る長男の宮城浩さん

↓寺西町長へ報告に訪れた男子バスケ部㊤、女子バレー部㊨、陸上部の須山さん㊧

そえだ花火大会

夏の夜空に咲いた５千発の花火↓会場には、町内外からたくさんの人が訪れ、大迫力の花火を楽しんでいました

　暑い１日となった８月４日、そえだサン・スポーツ

ランドで、そえだ花火大会が開催されました。筑豊出

身のお笑いコンビ土居上野を総合司会に、女性イリュ

ージョンチームＷＩＳＨによるステージイベントが行

われました。また、今年は姉妹町北海道美深町から、開

拓120周年を記念し訪問団が訪れ、ステージを盛り上げ

ました。間近で見る 5千発

の花火の打上げは圧巻で、

訪れた4500人の来場者から

は、歓声や拍手が沸き起こ

り、楽しい夏の思い出の１

ページとなったようでした。

　７月27日、オ

ークホールで災

害支援を考える

研修会が行われ、

民生委員や介護

職員など約40人

が参加しました。

７月の豪雨での

体験談を発表し

たり、避難の問

題点などをグループで話し合ったりし、災害時の連携や、

日ごろのコミュニケーションの重要性を確認しました。

災害支援を考える研修会

災害時一人ひとりが出来ることを

↑豪雨から学んだことを語る民生委員の赤間徳夫さん

↑大盛り上がりしたイリュージョン

男子バスケ部・女子バレー部・陸上部

最後の大会で県大会・九州大会へ

　３年生にとって最後の大会となる中学校総合体育大

会が行われ、添田中学校では男子バスケットボール部

が筑豊地区大会で４位となり、県大会への出場を果た

しました。女子バレーボール部は筑豊地区大会５位の

成績を収め、２年連続で県大会出場。県大会では、両

部とも惜しくも初戦で敗れましたが、抜群のチームワ

ークと気迫あふれるプレーで熱戦を展開し、会場を沸

かせました。陸上部３年生の須山瑛裕さんは 200 ｍと

　400 ｍで県大会に出場。そのうち 400 ｍでは２位に輝

き、九州中学校陸上競技大会出場を決めました。８月

９日、佐賀市で行われた九州大会では、予選を２位で

通過。決勝では入賞こそ逃しましたが、猛暑による体調

不良を感じさせない、見事な走りを見せてくれました。

河村健夫さん人権講演会

ネットで差別を受けたらどうするか

↑違法な情報か専門家の意見を聞くことが重要です

　７月22日、添

田町子ども会育

成連合会の子ど

も会球技大会が

町体育館で行わ

れました。各地

区から約 150 人

が参加し、ドッ

ジボールで熱戦

を繰り広げ、子

どもたちがボールを投げるたびに、保護者から声援や指

示が飛び交い、大会は終始盛り上がりを見せていました。

第57回添田町子ども会球技大会

↑力を出しきり、チームワークで勝利を目指せ

　夏休み期間中、

４回にわたり、

表千家茶道教授

清水十六子さん

（町三）を講師に、

じどうかんクラ

ブ茶道教室が開

かれました。８

月24日は小学生

５人が参加し、

少し緊張した面持ちでお茶の点
た

て方や歩き方、茶碗の持

ち方といった茶道の礼儀や作法、おもてなしの心を学び、

日本の伝統文化である茶道の基本を身に付けていました。

じどうかんクラブ茶道教室

茶道で学ぶ、礼儀作法やおもてなし

↑茶道の礼儀や作法を一つひとつ丁寧に学びました

飛び交う声援、繰り広げられる熱戦
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９月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

宮城  輝
こう

ちゃん 
９月４日生 ❸・町四

活発でわんぱくな輝くん。３才
になったね、おめでとう♡たく
さん食べて、健康で明るい子に
育ってね

　E メールは①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前
の読み方　④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50
文字以内）　⑧保護者の連絡先を送信してください。

koudojyouhou@town.soeda.fukuoka.jp
送信先

10月生まれは、9月14日金
までに投稿ください！ ３歳までのお子さん

募集中です

　お子さんの写真にメッ

セージを添えて、役場総

務課広報・秘書係まで持

参してください。下記の

アドレスから、メールで

投稿することもできます。

問 役場総務課広報・秘書
　 係（☎ 82-1231）

籾井 円
まどか

香ちゃん 
９月８日生 ❷・上中元寺

おてんば円香ちゃん。いつもニコニ
コ家族を笑顔にしてくれます^ ＾
お姉ちゃん、お兄ちゃんと仲良
く！ 元気に育ってくださいね♡ 

◉
10
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

９
月
14
日
金
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

文
芸
歳
時
記

「
角
打
ち
」が
辞
書
に
加
わ
り
夏
に
入
る　

牧
野
八
寿
子

朝
顔
を
見
せ
て
や
り
た
し
寝
坊
の
子　
　

武
田　

晴
子

作
業
着
を
洗
う
漢

お
と
こ

の
裸
か
な　
　
　
　
　

森
田　

竹
子

流
木
や
裸
婦
の
ご
と
く
に
横
た
わ
る　
　

大
池
み
ど
り

【
俳
句　

投
稿
】

軒
端
吹
く
風
に
も
秋
の
気
配
し
て　
　
　

濵
田
イ
サ
オ

風
鈴
の
音
は
夢
の
中
聴
く
ば
か
り　
　
　

成
松　

義
紀

茂
り
ゐ
る
闇
に
ル
ル
ド
の
マ
リ
ア
像　
　

島
津
余
史
衣

戻
る
子
に
パ
ン
生
地
寝
か
す
麦
の
秋　
　

柴
田　

一
世

ダ
ン
ス
教
室
と
び
出
す
朱
夏
の
少
女
た
ち　

斎
藤
智
寿
子

む
ら
さ
き
に
け
む
る
藤
川
麦
の
秋　
　
　

天
野
ユ
キ
海

灼
熱
の
御
霊
の
慰
霊
原
爆
忌　
　
　
　
　

立
花　

克
明

【
短
歌　

投
稿
】

亡
き
母
の
指
は
吾
よ
り
細
き
ゆ
え

　
　
　

永
久
に
指
輪
は
手
に
乗
せ
眺
む　

櫻
木
マ
サ
子

あ
か
つ
き
の
夢
よ
り
覚
め
て
ま
な
う
ら
に

　
　

さ
ん
ざ
め
く
灯
は
い
づ
こ
の
街
か　

独
活
山
強
実

忌
わ
し
き
線
状
降
水
帯
須し

ゅ
ゆ臾

に
し
て

　
　

あ
ま
た
の
命
と
笑
顔
呑
み
こ
め
り　

仲
摩　

直
子

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
長
生
き
し
て
ね
ひ
ろ
き
よ
り
と

　
　
　
　
　

遠
く
の
孫
ゆ
便
り
届
き
ぬ　

大
塚　

成
子

大
ぶ
り
の
器
に
た
っ
ぷ
り
茶
碗
蒸
し

　
　
　

銀
杏
二
個
が
と
て
も
お
い
し
い　

五
十
嵐
田
鶴

早
苗
田
は
も
は
や
大
き
く
株
を
肥は

り

　
　
　

深
々
み
ど
り
の
青
田
と
な
り
ぬ　

大
塚　

富
江

英
彦
山
へ
登
る
道
々
合
歓
の
花

　
　
　
　

う
す
も
も
色
の
花
の
愛
ら
し　

平
井　

朝
子

誌
友
会
に
皆
集
ま
り
て
語
り
合
ふ

　
　
　
　

あ
ら
も
う
時
間
次
を
楽
し
み　

木
村　

寛
子

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
に
二
つ
の
卵
ほ
ぐ
し
綴
づ

　
　
　
　
　
　

綾
な
す
彩
に
心
充
つ
季　

福
富　

廣
枝

燕
来
て
古
巣
の
修
理
始
め
た
り

　
　

徳
利
に
似
た
り
笑
ひ
の
湧
き
く
る　

荒
巻
ミ
サ
子

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】

太
陽
を
呑
み
こ
む
如
く
ラ
ム
ネ
飲
む　
　

諌
山　

静
香

石
崖
は
坊
の
跡
ら
し
登
山
道　
　
　
　
　

鈴
鹿　

雅
子

長
ら
へ
ば
見
送
る
こ
と
の
み
夏
椿　
　
　

安
永　

藻
香

新
聞
紙
匂
う
朝
か
ら
蝉
の
声　
　
　
　
　

池　
　

三
太

平成30年度 添田町敬老会

　  いつまでも元気に長生きしてください

　添田中出身で西田川高校１年生の吉田桃花さん（峰地北）が作っ

た折り紙のコマが７月４日から15日にかけて、スイスで開催され

たラジコン模型飛行機の世界大会の会場で各国の選手やその家族

などにプレゼントされました。添田中に通っていた２年前、家庭

科講師の安藤ひとみさん（庄中）から夫の由隆さんが出場する世界

大会に同行する際の日本文化の紹介や国際交流について相談を受

けた吉田さん。そこで、回して遊べ、３枚の色紙を使うため色ど

りもカラフルな折り紙のコマを配ることを提案しました。吉田さ

んは、１年かけて３種類の大きさのコマを約 500 個を作成し、安

藤さんに手渡しました。スイスの会場では吉田さんがコマを作っ

ている写真を展示してコマを来場者にプレゼント。コマは好評で

約50人が色紙に母国語でメッセージを書いてくれました。帰国後、

色紙を渡された吉田さんは「喜んでもらえて嬉しい。国際交流が

できてよかった」と笑顔を見せていました。また、由隆さんが日

本代表団の団長として臨んだ世界大会は約20か国が出場。実存し
た航空機を縮尺して制作したラジコン模型飛行機を空軍の滑走路

で飛ばし、出来栄えや飛行技術を競い、日本は６位と健闘しました。

↑日頃の練習で鍛えた技や技術、披露し、好成績を収めました

　日本武術道「武心会」の第12回龍繋杯が７月８日、香春町で行

われ、組手や型、高蹴りの競技に県内外の小学生から一般まで、

約 100 人が参加しました。日頃の練習で鍛えた技術や精神を発揮

して好成績を収めた添田支部の選手たち。団体戦の組手競技（小

学生の部）では、鶴丸ゆきさん、井上陽路里くん、畑中陸斗くん、

斉藤祐成くんのチームが昨年に引き続き、準優勝を飾りました。

↑世界大会の滑走路に立つ由隆さん㊧と日本代表団の皆さんたち

↑コマを前に、色紙を手にする吉田さん㊧と安藤ひとみさん㊨

まちかど特派員投稿

日本武術道武心会龍繋杯

鍛練の成果を発揮し、好成績
林覧仁さん（下中元寺）からの投稿です

スイスの世界大会会場でプレゼント

高校生が折り紙のコマで国際交流

◉とき　９月16日日・17日月祝
　　　　（開会10時30分～）

▷ 16 日日　大字添田、庄

▷ 17 日月祝　大字津野、英彦山、落合、桝田、

　　　　　　　中元寺、野田、町内高齢者施設

◉ところ　オークホール
◉対象者　75歳以上の人（昭和19年４月１日以前
　　　　　に生まれた人）
◉内容　式典、記念品贈呈、会食、アトラクション、
　　　　福引抽選会
問 役場保健福祉環境課高齢者支援係
　 （☎ 82-1232）



問 

福
岡
県
保
健
医
療
介
護
部
医
療
指

　
 

導
課
（
☎
092
―
643
―
３
２
７
３
）

　

養
育
費
に
関
す
る
相
談
に
対
応
す

る
た
め
、
養
育
費
110
番
（
弁
護
士
に

よ
る
集
中
電
話
相
談
）が
行
わ
れ
ま
す
。

相
談
は
匿
名
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
さ
さ
い
な
事
で
も
気
軽
に
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
27
日
土
10
時
〜
16
時

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

　

☎
092
―
724
―
２
６
４
４

▼
相
談
料　

無
料

問 

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
584
―
３
９
３
１
）

　

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
資
金

※
貸
し
付
け
限
度
額
は
学
校
種
別
に

　

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

問 

田
川
保
健
福
祉
事
務
所

　

 

（
☎
42
―
９
３
１
５
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
が

就
職
に
有
利
な
資
格
（
看
護
師
、
准

看
護
師
な
ど
）
を
取
得
す
る
た
め
に
、

１
年
以
上
養
成
機
関
（
看
護
学
校
な

ど
）
で
修
業
す
る
場
合
、
修
業
中
の

期
間
（
上
限
36
月
）
と
修
了
時
に
そ

れ
ぞ
れ
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

　

る
町
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

　

母
ま
た
は
父　

①
所
得
が
児
童
扶

　

養
手
当
の
支
給
対
象
の
水
準　

②

　

養
成
機
関
で
１
年
以
上
修
業
予
定

　

③
仕
事
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両

　

立
が
困
難

※
支
給
額
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

田
川
保
健
福
祉
事
務
所

　

 

（
☎
42
―
９
３
１
５
）

　

宅
地
・
建
物
の
取
得
、
相
続
・
贈

ま
す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
電
話

で
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
４
日
木
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場
１
階　

特

　

１
会
議
室

▼
相
談
時
間　

１
組
30
分
／
要
予
約

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
総
合
調
整
係

　

 

（
☎
82
―
５
９
６
５
）

▼
と
き　

10
月
6
日
土 

13
時
〜
17
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
民
会
館（
田
川
市
）

▼
内
容　

境
界
問
題
、
土
地
の
分
筆
、

　

地
目
変
更
、
増
築
、
新
築
、
登
記

　

手
続
き
な
ど

▼
相
談
料　

無
料
／
予
約
不
要

【
第
２
回
予
備
自
衛
官
候
補
非
常
勤
自

衛
官
コ
ー
ス
】

▼
試
験
日　

男
子
＝
９
月
30
日
日
、

　

女
子
＝
10
月
１
日
月

▼
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
小
倉
駐

　

屯
地
、
陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地

　

な
ど

▼
受
付
期
限　

９
月
14
日
金

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

添
田
町
貸
工
場
を
使
用
す
る
九
州

バ
ー
ク
運
輸
が
社
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
勤
務
地　

㈲
九
州
バ
ー
ク
運
輸
添

　

田
工
場

▼
募
集
人
数　

男
性
２
人
、女
性
１
人

▼
勤
務
内
容　

男
性
＝
木
材
の
選
別
、

　

切せ
っ
さ
く削

、
破は

さ
い砕（

重
機
・
機
械
操
作
あ

　

り
）　

女
性
＝
事
務（
エ
ク
セ
ル
・

　

ワ
ー
ド
あ
り
）

▼
勤
務
時
間　

８
時
〜
17
時

▼
応
募
資
格　

添
田
町
在
住
の
18
歳

　

〜
50
歳
で
、
普
通
自
動
車
免
許
を

　

有
す
る
人（
車
で
通
勤
で
き
る
人
）

▼
受
付
時
間　

平
日
８
時
〜
17
時（
電

　

話
に
て
随
時
受
付
、
後
日
面
接
）

問 

㈲
九
州
バ
ー
ク
運
輸
添
田
工
場

　

 

（
☎
41
―
７
０
０
５
）

▼
勤
務
地　

ク
ア
ハ
ウ
ス

▼
募
集
人
数　

１
人

▼
必
要
資
格　

普
通
自
動
車
免
許

▼
勤
務
時
間　

①
８
時
30
分
〜
17
時

　

30
分　

②
12
時
15
分
〜
21
時

▼
給
与　

月
額
14
万
８
０
０
円
〜

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
ク
ア
ハ
ウ
ス（
☎
82
―
５
０
６
１
）

　

地
産
地
消
の
食
材
を
使
っ
て
創
作

料
理
を
作
る
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
く

れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種　

料
理
人
（
パ
ー
ト
）

▼
時
給　

１
３
０
０
円
〜

▼
勤
務
時
間　

10
時
〜
19
時
（
週
休

　

２
日
）

▼
応
募
資
格　

55
歳
以
下

※
通
勤
手
当
あ
り
、
各
種
保
険
あ
り
。

問 

し
ゃ
く
な
げ
荘（
☎
85
―
０
１
２
３
）

▼
募
集
住
宅　

県
内
に
所
在
す
る
県

　

営
住
宅
（
募
集
対
象
団
地
や
募
集

　

戸
数
な
ど
の
詳
細
は
募
集
案
内
書

　

を
確
認
く
だ
さ
い
）

▼
募
集
案
内
書
の
配
布
と
受
付
期
間

　

９
月
27
日
木
〜
10
月
５
日
金

▼
募
集
案
内
書
配
布
場
所

　

役
場
住
環
境
整
備
課
、
県
内
の
各

　

市
役
所
・
町
村
役
場
、
公
社
管
理

　

事
務
所
田
川
出
張
所
ほ
か

問 

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅

　

 

管
理
部（
☎
092
―
781
―
８
０
２
９
）

　

町
立
小
学
校
に
勤
務
す
る
学
校
給

食
調
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
勤
務
日　

月
に
10
〜
15
日
程
度

▼
勤
務
時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

▼
賃
金　

日
額
６
０
０
０
円

▼
募
集
人
数　

２
〜
３
人
程
度

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
教
育
管

　

 

理
係
（
☎
82
―
５
９
６
3
）

　

県
で
は
、
子

ど
も
や
子
育
て

を
社
会
全
体
で

応
援
し
、
安
心

し
て
子
育
て
で

き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め「
子

育
て
応
援
の
店
」を
募
集
・
登
録
し
、

18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
子
育
て

家
庭
に
、
ミ
ル
ク
の
お
湯
の
提
供
、

お
菓
子
や
粗
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、事
前
の
利
用
登
録（
無
料
）
で
、

登
録
者
限
定
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
「
子
育
て
応
援
パ
ス

ポ
ー
ト
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

問 

福
岡
県「
子
育
て
応
援
の
店
」事
務

　

 

局
（
☎
092
―
761
―
４
３
２
２
）

　

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
ま
た
は

寡
婦
が
扶
養
し
て
い
る
お
子
さ
ん
の

進
学
に
必
要
な
資
金
の
貸
し
付
け
を

行
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

①
母
子
家
庭
の
母
ま
た

　

は
父
子
家
庭
の
父
で
20
歳
未
満
の

　

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
人　

②
母

　

子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
に

　

扶
養
さ
れ
て
い
る
児
童　

③
か
つ

　

て
母
子
家
庭
の
母
で
あ
っ
た
人（
寡

　

婦
）　

④
寡
婦
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

　

子　

⑤
配
偶
者
と
死
別
ま
た
は
離

　

別
し
た
40
歳
以
上
の
配
偶
者
の
い

　

な
い
女
子
で
、
母
子
家
庭
の
母
お

　

よ
び
寡
婦
以
外
の
人

▼
貸
付
金
の
種
類　

▽
修
学
資
金
＝

　

高
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
大
、　

　

大
学
、
大
学
院
ま
た
は
専
修
学
校

　

に
修
学
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
資

　

金
▽
就
学
支
度
資
金
＝
小
学
、
中

　

学
、
高
校
、
高
専
、
短
大
、
大
学
、

　

大
学
院
ま
た
は
専
修
学
校
に
修
学

与
な
ど
の
登
記
、
税
金
、
マ
イ
ホ
ー

ム
の
新
築
・
増
改
築
の
計
画
な
ど
、

住
宅
関
連
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
11
日
火　

10
時
〜
15

 

時
（
予
約
者
優
先
）

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
役
所
１
階

▼
相
談
員　

司
法
書
士
、
税
理
士
、

　

建
築
士

▼
相
談
方
法　

面
談

問 

（
一
財
）田
川
市
住
宅
管
理
公
社

　

 

（
☎
44
―
９
８
８
８
）

　

不
動
産
鑑
定
士
が
、
土
地
の
価
格

水
準
や
賃
料
水
準
、
有
効
利
用
な
ど

の
、
不
動
産
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

問 

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

 

（
☎
092
―
741
―
５
７
８
０
）

▼
と
き　

９
月
20
日
木
（
受
付
15
時

　

〜
16
時
）

▼
と
こ
ろ　

ク
ア
ハ
ウ
ス

▼
内
容　

健
診

　

結
果
や
食
生

　

活
、
栄
養
改

　

善
に
関
す
る

　

こ
と
な
ど
、気

　

軽
に
相
談
し

　

て
く
だ
さ
い

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

試
験
・
募
集
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急
な
病
気
や

け
が
の
と
き
に
、

救
急
車
の
利
用

や
最
寄
の
医
療

機
関
に
つ
い
て
、

24
時
間
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
♯
７
１
１
９

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
に

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
（
☎
092
―
471

―
０
０
９
９
）
に
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※
重
症
時
は
迷
わ
ず
119
番
へ
。

問 教育委員会
学校教育課（☎82-5963）

教育のひろば
◉放課後自主学習教室「英峰日進塾」

　家での学習習慣を身に付けることは、子どもた
ちの学力の定着には大切なことです。町では、放
課後の学習習慣のきっかけになるよう、自主的に
勉強する場として「英峰日進塾」を行っています。
英峰日進塾では、添田小学校５、６年生と添田中
学校１、２年生を対象に毎週水曜日の１時間、添
田町民会館でＰＴＡやシニアパワーアップ塾の皆
さんに見守りスタッフとして参加してもらい、福
岡県立大学生に学習指導を受けています。分から
ないところは教えてもらい、集中できる学習空間
をつくることで、子どもたちの勉強意欲を高めて
いきます。途中からでも参加できますので、添田
町教育委員会学校教育課まで連絡してください。

○添田小学校ＰＴＡの方々へのお礼

　添田小学校は
学校施設も古く
なり、順次補修
を行っています
が、まだまだ修
繕する箇所があ
ります。そのよ
うな中、添田小学校ＰＴＡの皆さんが、１階昇降
口付近の内壁などの塗装を行ってくださいました。
この場を借りて、お礼申し上げます。　　　　　
　町内の小中学校は、半数が築40年以上経ってお
り、老朽化が著しい状況です。学校施設の建て替
えなども議論していますが、現在学校に通ってい
る子どもたちのためにも、安全な教育環境を提供
できるよう努力してまいります。

◉秋の運動会

　スポーツの秋になり、町内４つの小学校で運動
会が開催されます。子どもたちの練習の成果をぜ
ひご覧ください。

▷９月16日日　津野小学校・ひかり保育園・地域
　合同運動会（予備日：９月23日日　）

▷９月23日日　　中元寺小学校・たから保育園・
　地域三者共催運動会（予備日：９月30日日）

▷９月30日日　落合小学校・くるみ保育園　保・
　小合同運動会（予備日：10月７日日）、真木小学
　校区運動会（予備日：10月４日木）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

自
衛
官
採
用
試
験

㈲
九
州
バ
ー
ク
運
輸
正
社
員
募
集

添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

契
約
職
員
募
集

し
ゃ
く
な
げ
荘
料
理
人
募
集

子
育
て

「
子
育
て
応
援
の
店
」に
行
こ
う

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
子
さ
ん
の

進
学
を
応
援
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
が
対
象

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

相
談

土
地
家
屋
調
査
士
会

「
法
の
日
」
無
料
相
談

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か

迷
っ
た
ら
「
♯
７
１
１
９
」
へ

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

個
別
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す

住
宅
に
関
す
る
無
料
相
談

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

養
育
費
相
談

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
の
無
料
相
談
会

〜
子
供
た
ち
に
お
い
し
い
給
食
を
〜

学
校
給
食
調
理
員
を
募
集
し
ま
す

←
校
舎
の
内
壁
を
塗
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

祝

祝



　
（
町
三
）▽（
故
）宮
竹
留
夫（
町
四
）

　

▽（
故
）後
藤
ま
ゆ
み（
庄
中
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
へ

▼
慰
問　

▽
赤
間
徳
夫（
岩
瀬
）▽
伊

　

藤
麗
子（
添
田
中
）▽
三
丸
十
七
子

　
（
添
田
中
） 
▽
髙
橋
浩
月
（
町
四
）

　

▽
坂
本
泰
子
（
峰
地
）

　
　
　
（
平
成
30
年
８
月
14
日
現
在
）

　７月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　７月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  オートバイ盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
０（ー１）
０（±０）

今年の累計
３
０
０
１

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

15（±０）
０（±０）
０（ー１）

今年の累計
126
０
27

  車上ねらい
○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
棚
田
智
也
（
中
津

　

野
）▽
近
重
優（
下
津
野
）
▽（
故
）

　

佐
々
木
キ
ク（
下
落
合
）▽（
故
）川

　

越
常
雄
（
添
田
中
）
▽
木
下
英
次

問 

県
庁
が
ん
感
染
症
疾
病
対
策
課
難

　

 

病
対
策
係（
☎
092
―
643
―
３
２
６
７
）

▼
と
き　

10
月
６
日
土
14
時
〜
17
時

▼
と
こ
ろ　

飯
塚
市
役
所

▼
内
容　

耐
震
改
修
補
助
制
度
や
木

　

造
一
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
診
断
・

　

補
強
方
法
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す

▼
定
員　

100
人
程
度
／
料
金
無
料

問 

（
一
社
）福
岡
市
耐
震
推
進
協
議
会

　

 

（
☎
092
―
724
―
７
７
４
４
）

　

収
蔵
品
燻く

ん
じ
ょ
う蒸

消
毒
業
務
の
た
め

▼
と
き　

10
月
１
日
月
〜
４
日
金

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
文
化
財
係

　

 

（
☎
82
―
５
９
６
４
）

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
木
の
お

も
ち
ゃ
遊
具
、
木
工
体
験
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
実
演
な
ど「
木
」

を
テ
ー
マ
に
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
と
き　

９
月
15
日
土
、
16
日
日

　

10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

ひ
こ
さ
ん
花
工
房

▼
内
容　

木
の
お
も
ち
ゃ
遊
び
、
木

　

の
プ
ー
ル
、
ピ
タ
ゴ
ラ
装
置
、
ボ

　

ル
ダ
リ
ン
グ
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
カ

　

ー
ビ
ン
グ
な
ど

▼
入
場
料　

大
人
300
円
、
子
ど
も
100

　

円
、
３
歳
以
下
無
料

　

氏
名
、「
認
知
症
と
睡
眠
障
害
住
民

　

講
座
聴
講
希
望
」
と
書
い
て
は
が

　

き
（
〒
825
―
０
０
０
２　

田
川
市

　

伊
田
２
７
３
５
―
23　

田
川
医
師

　

会
住
民
公
開
講
座
係
）、ま
た
は
参
加

　

申
込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ（
47
―
１
１
２
３
）、

　

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル（info@

taga

　

w
aishikai.jp

）
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。
講
師
へ
の
質
問
が
あ
れ

　

ば
記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
と
き　

10
月
１
日
月
〜
平
成
31
年

　

２
月
28
日
木
（
土
日
祝
日
、
年
末

　

年
始
を
除
く
）
13
時
30
分
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

社
会
保
険
田
川
病
院（
田

　

川
市
）ほ
か
23
医
療
機
関

▼
料
金　

無
料

※
事
前
に
電
話
で
要
申
し
込
み
。

問 

人
に
優
し
い
町
・
田
川
を
作
る
会

　

 

事
務
局
（
☎
42
―
９
３
０
７
）

▼
と
き　

９
月
29
日
土　

14
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
大
学（
田
川
市
）

▼
定
員　

462
人（
先
着
順
）／
入
場
無
料

▼
演
題　
「
睡
眠
の
改
善
が
認
知
症
の

　

予
防
や
治
療
に
つ
な
が
る
」
／
久

　

留
米
大
学
副
学
長
・
医
学
部
長　

　

久
留
米
大
学
神
経
精
神
医
学
講
座

　

教
授　

内
村
直
尚
先
生

▼
申
込
方
法　

郵
便
番
号
、
住
所
、

Information くらしに役立つ情報満載

ル
メ
や
特
産
品
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち

が
大
集
合
。
お
ど
り
や
太
鼓
な
ど
の

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
、
筑
豊
で
人

気
の
グ
ル
メ
や
ス
イ
ー
ツ
が
楽
し
め
、

も
の
づ
く
り
な
ど
の
体
験
ブ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
29
日
土
11
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

天
神
中
央
公
園

問 

県
広
域
地
域
振
興
課

　

 

（
☎
092
―
643
―
３
１
８
０
）

▼
と
き　

10
月
27
日
土　

9
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
総
合
体
育
館

▼
対
象
者　

障
が
い
の
あ
る
人
と
そ

　

の
家
族
、
地
域
住
民
、
関
係
機
関

　

職
員
な
ど

▼
申
込
締
切　

９
月
28
日
金

15　広報そえだ（平成 30年９月号） 広報そえだ（平成 30年９月号）　14

問 

ひ
こ
さ
ん
木
も
く
協
議
体
加
藤
さ
ん

　

 

（
☎
080
―
８
９
５
０
―
６
７
８
７
）

▼
と
き　

９
月
29
日
土　

13
時
30
分

　
（
開
場
12
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　

田
川
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
田
川
市
）

▼
上
映
映
画　
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」〜

　

ゼ
ロ
の
執
行
人
〜

▼
対
象
者　

田
川
市
郡
内
の
小
学
生

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

お
知
ら
せ

　

と
保
護
者
／
入
場
料
無
料

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

（
公
社
）
田
川
法
人
会

　

 

（
☎
45
―
８
０
０
５
）

▼
と
き　

９
月
24
日
月
休　

９
時
〜

　

14
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

飯
塚
駐
屯
地

▼
内
容　

記
念
式
典
、
観
閲
行
進
、

　

訓
練
展
示
、
装
備
品
展
示
・
試
乗
、

　

音
楽
演
奏
な
ど

問 

陸
上
自
衛
隊
飯
塚
駐
屯
地
広
報
室

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
７
６
５
１
）

　

筑
豊
地
域
15
市
町
村
の
自
慢
の
グ

イ
ベ
ン
ト

親
と
子
の
映
画
祭

陸
上
自
衛
隊
飯
塚
駐
屯
地

創
立
52
周
年
記
念
事
業

納期限のお知らせ
● 10月１日月が納期限です
　▷固定資産税（３期）
　▷国民健康保険税（３期）
　▷後期高齢者医療保険料（３期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　９月18日火、10月２日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　９月12日水（13時～）、14日金（15 時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　９月11日火、10月９日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　９月11日火（10時～）、27日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍　
手保健福祉環境事務所／要予約）
　９月５日水、10月３日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増
　 進課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

相談

木
造
住
宅
の

耐
震
向
上
セ
ミ
ナ
ー

●人　口　10,005 人（ー20人）

●男　性　  4,717 人（ー12人）

●女　性　  5,288 人（－８人）

●世帯数　  4,758世帯（ー２世帯）

●出生　４人

●死亡　９人

●転入　13人

●転出　28人

人の動き ７月末日現在（　）は前月比

筑
豊
フ
ェ
ア
２
０
１
８

イ
ベ
ン
ト

添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信

役立

信

立つ情報満載載載載載載載載載載

信

　大刀洗町
地域おこし
協力隊のシ
ーモアさん
からお誘い
いただき、
赤村・筑前
町の地域おこし協力隊と共同で「大刀洗枝
豆収穫祭」に出店しました。添田町のブー
スでは、ジビエ肉を使ったメンチカツと英
彦山サイダーを販売し、多くの人に好評い
ただきました。久しぶりに３人揃って出店
し、天気にも恵まれ、ダンスステージやス
イカ割りなどのイベントも盛りだくさんの
中、町や特産品のＰＲができ、楽しい時間
を過ごすことができました。

ジビエ料理などを販売
大刀洗枝豆収穫祭

Vol. ⑤

７
28

◉とき　10月９日火～12月21日金
　①11時～12時　②14時30分～15時30分
◉ダイエット・筋力アップ教室　毎週水・金
◉腰・肩・膝痛予防教室　毎週火・木
◉参加費　無料（施設使用料は有料）
◉定員　各教室30人程度
問 クアハウス「ハピネス」（☎ 82-5061）

◉クアハウス「ハピネス」

秋の運動教室

平
成
30
年
度
地
域
交
流

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

木
も
く
ま
つ
り
IN
英
彦
山

（

0

）

　突き刺す
ような日差
しの下、今
回はゴーヤ、
きゅうり、
オクラ、な
すなどの夏
野菜が採り放題の企画で、10名の方に参加
いただきました。野菜が出来る物語を聞き、
畑の空気、添田町の赤土や太陽に向かって
すくすく育つ植物や野菜、虫たちに触れて
もらいました。「今まで、野菜嫌いだった子
どもたちに変化が見られ、良い経験ができ
て良かったです」という声をいただき、と
ても嬉しく思いました。皆さんの笑顔が印
象的で、素敵な時間を過ごしていただけた
かなと思います。次回は秋に開催予定です。

楽しく自然に触れました
夏野菜収穫イベント

8
5

田
川
医
師
会
地
域
住
民
公
開
講
座

「
認
知
症
と
睡
眠
障
害
」

　英彦山スロープカーでは、９月
17日㈷の敬老の日に、65歳以上の
利用者（先着 100人）を対象に、
英彦山がらがらをプレゼントしま
す。日ごろの感謝の気持ちを込め
て、家族みんなで初秋の英彦山で
空中散歩を楽しみませんか。
※年齢を確認できる
ものが必要です。
問 英彦山スロープカー電車運行部
　 （☎ 85-0375）

英彦山スロープカー
「敬老の日」特典

せんか。

電車

筑豊地区障害者雇用促進面談会

▶とき　10月19日金13時から受付開始
▶ところ　のがみプレジデントホテル（飯塚市）
問 ハローワーク田川（☎44-0292）

英
彦
山
修
験
道
館
休
館

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に

対
す
る
健
康
診
断



９

平
成
30
年
９
月
号

広報

そ
え
だ

2018

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
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▼
９
月
長
月
。
８
月
22
日
に
３
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
て
10
日
あ
ま
り

た
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
今
一
度
考
え
て
み
た
。
少

子
高
齢
化
ど
真
ん
中
で
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
、
か
か
ら
な
い
。

多
く
の
人
は
、「
仕
事
が
な
い
か
ら
」
だ
と
言
う
。「
仕
事
が
な
い
」

と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
▼
農
業
で
は
、耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
る
。
耕
作
放
棄
地
と
は
、

活
用
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
作
り
手
が
い
な
い
農
地
で
あ
る
。
農
業
は
今
、
担
い
手
が

不
足
し
て
い
る
。
後
継
者
不
足
は
深
刻
で
あ
る
。
仕
事
は
あ
る
。
町
で
は
、
こ
の
こ
と
に

着
目
し
、数
年
前
か
ら
農
業
後
継
者
育
成
の
「
そ
え
だ
ま
ち
就
農
実
践
塾
」
を
行
っ
て
い
る
。

後
継
者
不
足
に
は
寄
与
し
て
い
る
が
、
耕
作
放
棄
地
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
追
い
付
か
な
い
。

他
市
町
村
で
は
、
海
外
か
ら
の
農
業
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
し
の
い
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
、
農
業
の
兼
業
と
し
て
土
木
建
築
業
が
多
か
っ
た
。
公
共
事
業

は
少
な
く
な
っ
た
と
言
え
ど
も
、
土
建
業
も
仕
事
が
あ
る
。
し
か
し
、
人
手
不
足
と
聞
く
。

昨
今
の
災
害
に
お
い
て
も
、
対
応
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
る
。

▼
同
じ
よ
う
に
、仕
事
は
あ
る
が
成
り
手
が
い
な
い
の
が
、製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
。

我
が
町
に
工
場
の
あ
る
明
太
子
風
味
の
せ
ん
べ
い
「
め
ん
べ
い
」
を
製
造
し
て
い
る
、
山

口
油
屋
福
太
郎
さ
ん
の
従
業
員
確
保
の
戦
略
は
素
晴
ら
し
い
。
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
の
創
設
で
あ
る
。
有
望
な
若
い
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
を
従
業
員
と
し
て
雇
用
し
、

仕
事
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
支
援
し
て
い
る
。
現
在
、
30
名
近
く
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
。
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
な
け
れ
ば
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
な
ど
を
考
え
る
。
▼
ま
た
、

少
子
高
齢
化
社
会
で
は
、
看
護
や
介
護
を
担
う
人
材
が
不
足
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
考
え

た
と
き
、「
仕
事
が
な
い
」
の
で
は
な
く
「
就
き
た
い
と
若
い
人
が
考
え
る
仕
事
が
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
な
る
と
、
進
め
る
施
策
も
今
一
度
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
仕
事
は
あ
る
の
に
若
者
が
来
な
い
。
そ
れ
に
は
長
期
戦
略
と
し
て
、
若
者
な

ど
が
持
つ
、
無
意
識
の
意
識
で
あ
る
世
の
中
の
職
業
序
列
、
つ
ま
り
都
会
の
仕
事
が
上
で
、

地
方
の
仕
事
は
下
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
間
違
っ
た
？
若
者
の
仕
事
観
を
変
え
る
必
要

が
あ
る
。
な
か
な
か
、一
自
治
体
で
は
難
し
い
の
か
と
思
う
。
▼
全
国
各
地
も
行
っ
て
お
り
、

添
田
町
も
力
を
入
れ
て
い
る
情
報
発
信
で
あ
る
。
田
舎
で
の
仕
事
の
楽
し
さ
、
農
業
・
林

業
の
楽
し
さ
、
子
育
て
環
境
の
良
さ
等
ア
ピ
ー
ル
し
、
若
者
等
の
意
識
に
食
い
込
む
事
で

あ
る
。
緊
急
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
根
本
的
な
問
題
と
し
て
は
、

少
子
化
の
状
況
を
打
破
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
若
者
が
来
れ
ば
少
子
化
も
止
め
る
こ
と
が

出
来
る
。
ま
ち
が
活
性
化
し
、
維
持
・
継
続
す
る
。「
ま
ち
」
の
文
化
と
歴
史
が
次
の
世

代
へ
と
引
き
継
い
で
い
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
議
論
だ
け
で

は
な
く
、
ま
た
、
問
題
指
摘
だ
け
で
は
な
く
、
現
実
を
見
据
え
、
施
策
等
考
え
実
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
は
長
く
険
し
い
状
況
だ
が
、
少
子
高
齢
化
問
題
は
し
っ
か
り
考
え
、

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
３
期
目
の
ス
タ
ー
ト
で
思
っ
た
一
つ
で
あ
る
。

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

山の日、修験の山を走る

フォトレポート : 英彦山参道駆け上がり大会

　国民の祝日「山の日」の８月11日、英彦山参道駆け上
がり大会が開催されました。３回目となる今回は、県内
外から訪れた約 270 人が参加。銅鳥居から英彦山神宮奉
幣殿まで高低差 160 メートル、全長 800 メートルの石段
の参道を激走し、タイムを競いました。参加者は、急な
傾斜が続く修験道の山の石段に悪戦苦闘の様子でした
が、参道沿いからの声援を受けながら、ゴールを目指し
ていました。大会には、そえだまち観光大使の女優・熊
谷真実さんも応援に駆け付け、参加者を激励しました。
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